
第1回「京都中央電話局西陣分局」
第2回「聴竹居」
第3回「大和文華館」
第4回「大阪カテドラル聖マリア大聖堂」
第5回「京都大学基礎物理学研究所　湯川記念館」
第6回「日本工芸館」

赫奕たる近代建築【特 集】
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2017年  3月号

2017年 5月号

2017年 7月号

2018年 3月号

https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp

建築家・建築史家　安達英俊
写真撮影／沼田俊之（広報編集委員会）

＊肩書、所属等は掲載当時のものです

かくやく

（一社）京都府建築士会
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岩
元
　
禄

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

京都中央電話局西陣分局
1921

（現・ＮＴＴ西日本西陣別館）

側面（東側）全景
ジャイアントオーダーの列柱と軒天を覆う天女レリーフ

正面（北側）全景
中央のベイウィンドウが時代の新鮮さを表現する

赫か
く

奕や
く

た
る
近
代
建
築
　
1

（一社）京都府建築士会
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屋上階の廻廊詳細

北東からの眺め

正面階段室のライオン像

側面軒裏に設置された天女のレリーフ

正面
裸婦のトルソの詳細

側面の全景とコーナー

（一社）京都府建築士会
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日
本
の
近
代
建
築

明
治
の
建
築
近
代
化
は
、
19
世
紀
中
頃
生
ま
れ

の
３
人
が
主
導
で
推
進
す
る
。
各
部
門
で
実
作
を

残
し
、
次
の
世
代
を
育
成
す
る
。

概
要
す
る
と
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

・
辰
野
金
吾﹇
日
本
建
築
学
会
﹈

　
（
１
８
５
４
〜
１
９
１
９
）

│ 

片
岡　
安 

│ 

安
井
武
雄 

│ 

曽
根
達
蔵 

│ 

中
条
精
一
郎 

│ 

野
口
孫
一 

│ 

日
高　
胖 

│ 

長
谷
部
鋭
吉 

│ 

葛
西
万
司

・
妻
木
頼
黄﹇
大
蔵
省
﹈　　
　

　
（
１
８
５
９
〜
１
９
１
６
）

│ 

長
野
宇
平
治 

│ 

武
田
五
一 

│ 

吉
武
東
理 

│ 

渡
邊　
節 

│ 

村
野
藤
吾

・
片
山
東
熊﹇
宮
内
省
﹈　　
　

　
（
１
８
５
３
〜
１
９
１
７
）

│ 

山
口
半
六

一
方
に
、
通
信
の
近
代
施
設
に
多
く
の
建
築
家

が
関
与
し
作
品
を
残
す
。逓
信
省
の
建
築
系
譜
は
、

吉
井
茂
則
、
三
橋
四
郎
、
内
田
四
郎
、
岩
元
禄
、

吉
田
鉄
郎
、
山
田
守
、
戦
後
に
は
小
坂
秀
雄
、
薬

師
寺
厚
、
山
中
侠
と
様
式
建
築
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
に
移
行
す
る
。

こ
の
中
で
、
そ
の
転
換
期
を
に
な
っ
た
岩
元
禄

に
焦
点
を
あ
て
て
み
よ
う
。

建
築
の
緒
元

１
９
２
０
年
（
大
正
９
）
東
京
帝
国
大
学
建
築

科
の
堀
口
捨
己
、
山
田
守
、
石
本
喜
久
治
、
瀧
澤

真
弓
、
森
田
慶
一
、
矢
田
茂
に
よ
り
、
卒
業
設
計

展
覧
会
で
分
離
派
建
築
会
を
発
会
す
る
。

彼
ら
は
４
年
先
輩
で
あ
る
岩
元
禄
に
兄
事
し
、

様
式
建
築
を
超
え
て
ウ
ィ
ー
ン
・
ゼ
セ
ッ
ェ
シ
オ

ン
の
影
響
や
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
を

参
照
し
て
新
し
い
建
築
運
動
を
行
う
。

逓
信
省
の
建
築
技
師
、
岩
元
禄
（
１
８
９
３
〜

１
９
２
２
）
は
１
９
１
８
年
東
京
帝
国
大
学
建
築

科
を
卒
業
、
逓
信
省
に
入
省
し
29
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
る
ま
で
に
三
つ
の
建
築
作
品
を
具
現
化
し
て

い
る
。

京
都
中
央
電
話
局
西
陣
分
局
（
１
９
２
１
）、

東
京
中
央
電
話
局
青
山
分
局
（
１
９
２
２
）、
箱

根
観
光
旅
館
（
１
９
２
２
）
で
あ
る
。
現
存
す
る

の
は
、
唯
一
こ
の
作
品
の
み
で
あ
る
。

電
話
局
の
設
計
監
理
す
る
逓
信
省
技
師
は
、
当

時
の
通
信
産
業
が
郵
便
よ
り
電
話
に
移
行
を
受
け

て
、
日
本
の
各
所
に
建
築
を
設
置
す
る
。

そ
の
後
、
逓
信
省
を
辞
職
し
た
岩
元
は
１
９
２

１
年
１
月
、
東
京
帝
国
大
学
建
築
科
助
教
授
（
建

築
意
匠
論
）
と
し
て
迎
え
ら
れ
教
壇
に
た
つ
が
、

同
年
秋
に
結
核
を
発
症
し
て
翌
年
末
に
死
去
す

る
。
29
歳
の
若
さ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
築
家
た
ち
は
第
二
世
代
と
呼
ば

れ
、
大
正
初
期
よ
り
様
式
建
築
に
異
論
を
唱
え
、

表
現
主
義
や
ゼ
セ
ッ
シ
オ
ン
に
傾
倒
し
、
や
が
て

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
へ
と
発
展
す
る
。

日
本
の
表
現
主
義
建
築

建
築
の
詳
細
を
見
て
み
よ
う
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
、
一
部
木
造
、
三
階
建
。 

１
９
２
１
年
１
月
よ
り
１
９
２
２
年
10
月
に
か

け
て
造
ら
れ
、
延
床
面
積
３
１
５
、
２
５
坪
、
金

＜「近代建築画譜」1936より＞

＜「近代建築画譜」1936より＞

京都中央電話局西陣分局

京都中央電話局

（一社）京都府建築士会
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都
逓
信
建
築
の
意
匠
に
そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

北
面
階
段
室
上
部
の
ラ
イ
オ
ン
の
壁
面
装
飾

は
、
住
友
銀
行
本
店
（
１
９
２
６
年
・
長
谷
部
鋭

吉
）の
ラ
イ
オ
ン
の
ガ
ー
ゴ
イ
ル（
雨
水
排
水
口
）

や
大
阪
北
浜
野
村
ビ
ル
（
１
９
２
１
年
・
竹
中
工

務
店
、
鷲
尾
九
郎
）
の
キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
ス
タ
イ
ル

の
ラ
イ
オ
ン
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

１
９
８
４
年
、
保
存
の
た
め
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
翌
年
再
開
し
て
い
る
。

西
陣
の
町

西
陣
は
上
京
区
か
ら
北
区
に
至
る
地
域
で
、
17

世
紀
中
頃
（
寛
永
年
間
）
の
「
西
陣
組
」
と
い
う

町
組
が
そ
の
由
来
で
、
高
級
絹
織
物
西
陣
織
の
発

祥
の
地
で
あ
り
織
物
産
業
が
集
ま
る
。

北
・
鞍
馬
口
通
、
南
・
一
条
通
、
東
・
小
川
通
、

西
・
七
本
松
通
で
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
陣
別
館
は
、
そ
の
南
東
端
部
に
位
置

す
る
。
今
出
川
通
に
あ
る
西
陣
織
物
会
館
（
現
・

京
都
市
考
古
資
料
館
・
本
野
精
吾
・
１
９
１
４
年
）

と
共
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
初
期
作
品
と
し
て

地
域
に
残
る
。

周
辺
に
は
安
倍
晴
明
の
一
条
戻
り
橋
や
晴
明
神

社
が
あ
り
、
近
代
に
堀
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
道
路

は
拡
幅
さ
れ
て
、
堀
川
通
周
辺
に
高
層
建
築
が
建

ち
な
ら
ぶ
。
２
０
０
９
年
、
虎
屋
（
内
藤
廣
）
が

一
条
通
に
現
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
つ
く
り
、

約
90
年
の
変
遷
を
見
る
も
の
に
提
供
す
る
。

岩
元
の
本
建
築
は
保
存
、
再
生
し
て
、
Ｉ
Ｔ
関

係
の
起
業
家
の
ス
ペ
ー
ス
（
西
陣
Ｉ
Ｔ
路
地
）
と

な
り
、
岩
元
禄
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
今
も
伝

承
さ
れ
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

１
０
７
、
０
０
０
円
（
当
時
）
で
、
ま
た
同
時
期

に
京
都
七
条
郵
便
局
を
逓
信
省
技
師
・
吉
田
鉄
郎

（
１
８
９
４
〜
１
９
５
６
）
が
設
計
監
理
し
て
い

る
。
こ
の
建
築
は
現
存
し
て
い
な
い
。

正
面
（
北
側
）
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
三
本
の
円
形

附
柱（
ピ
ラ
ス
タ
ー
）の
上
に
裸
婦
の
ト
ル
ソ
ー
、

背
景
に
ア
ー
チ
状
の
天
女
の
レ
リ
ー
フ
、
中
央
に

ベ
イ
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
開
口
部
が
全
体
を
引
き
締
め

る
。
大
正
期
の
京
都
に
出
現
し
た
時
は
異
彩
を
放

つ
。
西
陣
の
若
い
織
手
は
裸
婦
に
赤
ら
顔
し
た
と

い
う
。

東
立
面
は
５
本
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
オ
ー
ダ
ー
と

ギ
リ
シ
ャ
建
築
を
彷
彿
さ
せ
る
。
軒
裏
に
は
天
女

の
レ
リ
ー
フ
が
一
面
を
覆
う
。

３
階
は
寄
棟
屋
根
を
持
ち
、
列
柱
が
施
さ
れ
た

廻
廊
が
、
北
、
東
側
に
配
さ
れ
て
い
る
。

上
階
の
意
匠
は
長
野
宇
平
治
（
１
８
６
７
〜
１

９
３
７
）の
大
倉
精
神
文
化
研
究
所（
１
９
３
２
）

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

岩
元
の
影
響
は
そ
の
後
、
神
戸
中
央
電
話
局
兵

庫
分
局
（
１
９
２
２
）、
下
関
郵
便
局
電
話
事
務

室
（
１
９
２
３
）
に
み
ら
れ
る
。

間
接
的
に
岩
元
が
影
響
を
受
け
た
建
築
家
に
、

武
田
五
一
（
１
８
７
２
〜
１
９
３
８
）
が
い
る
。

20
世
紀
初
頭
に
パ
リ
で
、
ア
ー
ル・ヌ
ー
ボ
ー
、

ア
ー
ル・デ
コ
、ゼ
セ
ッ
シ
オ
ン
を
実
体
験
し
様
々

な
資
料
を
持
ち
帰
り
、京
都
高
等
工
芸
学
校
（
現・

京
都
工
芸
繊
維
大
学
）、
京
都
帝
国
大
学
に
お
い

て
、
吉
武
東
理
、
大
倉
三
郎
、
東
畑
健
三
等
を
育

て
る
。

彼
の
建
築
作
品
、
求
道
会
館
（
１
９
１
５
）
は

東
京
帝
国
大
学
の
正
門
近
く
に
あ
り
、
岩
元
禄
の

作
品
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
建
設
当
時
京
都

を
拠
点
に
置
き
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
京

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究―
 渡邊節の建築を通して―）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）
●参考文献
「近代建築画譜」1936
「もうひとつの京都」2011
京都工芸繊維大学美術工芸資料館
●写真撮影／沼田俊之

謝辞：西日本電信電話株式会社、
株式会社ＮＴＴファシリティーズ
関西事業本部、株式会社ＮＴＴ
ビジネスアソシエ西日本
の関係者の協力を得ました。
お礼を申し上げます。

会議室の扉引手

＜「近代建築画譜」1936より＞

＜「近代建築画譜」1936より＞

大阪中央電信局

京都七条郵便局

（一社）京都府建築士会
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築
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聴 竹 居
1928

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

藤
井 

厚
二

内部　南東展開
柱と額縁の詳細に注目

ディテールが目につかない工夫がなされている

南東立面　外観
垂直、水平の構成は、一葉の絵画的である

（一社）京都府建築士会



9   Kyoto Dayori  January 2017

内部　居室から食事室を望む
４分の１の円弧が空間を緩やかに繋ぐ

読書室（子供コーナー）の南西展開
机の意匠は見事なプロポーション

南東から南にかけてのコーナー
角に柱や方立がなく開放的

外部　玄関に至るアプローチ
緩やかな曲線を描いて昇る

伊東忠太作の怪獣の石像 玄関　玄関ホール
間仕切が美しい

居室と調理室を隔てる壁面に
埋め込まれた時計

居室より南西側の小上がりを望む
視線の同一化を計る

内部　客室の展開
ベンチシートと網代天井、四角錐の照明

玄関外観
切妻に木製の玄関扉、簡易さと優しさが伺える（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

建
築
家
藤
井
厚
二
（
１
８
８
８
〜
１
９
３
８
）

は
京
都
天
王
山
大
山
崎
の
地
に
、
１
９
２
０
年
代

に
４
回
２
年
間
隔
で
自
邸
を
建
築
し
て
い
る
。（
第

１
回
は
敷
地
が
神
戸
熊く
も
ち内
で
あ
っ
た
。）
清
水
の

水
脈
が
あ
る
こ
の
地
を
、
神
戸
か
ら
京
都
帝
国
大

学
に
通
う
途
中
に
見
つ
け
、
１
２
、
０
０
０
坪
の

山
林
を
入
手
す
る
。

第
２
回
か
ら
第
３
回
の
住
宅
は
自
ら
住
み
、
第

４
回
住
宅
に
は
居
住
せ
ず
、そ
の
後
友
人
に
譲
り
、

現
存
す
る
最
後
の
住
宅
第
５
回
住
宅
は「
聴
竹
居
」

と
名
づ
け
ら
れ
、
88
年
経
っ
た
今
も
こ
の
地
に
存

在
す
る
。

藤
井
は
１
９
１
３
年
（
大
正
２
）
東
京
帝
国
大

学
建
築
学
科
卒（

註
１
）業の

後
、
竹
中
工
務
店
に
入
社
、

大
阪
朝
日
新
聞
社
（
１
９
１
６
）、
村
山
龍
平
邸・

和
館
（
１
９
１
７
）
を
設
計
し
竣
工
さ
せ
る
。
大

阪
朝
日
新
聞
社
の
建
築
顧
問
で
あ
っ
た
同
郷
武
田

五
一
の
影
響
を
多
大
に
受
け
、
武
田
の
推
挙
で
京

都
帝
国
大
学
で
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）
よ
り

教
鞭
を
と（

註
２
）る。
村
山
邸
・
和
館
竣
工
後
、
第
１
回

藤
井
邸
の
設
計
に
入
っ
て
い
る
。

１
９
１
９
年（
大
正
８
）竹
中
工
務
店
を
退
社
、

１
年
弱
の
期
間
欧
米
諸
国
の
住
宅
建
築
の
視
察
調

査
に
出
る
。
１
９
２
８
年（
昭
和
３
）竣
工
の「
聴

竹
居
」
に
は
10
年
間
居
住
し
て
１
９
３
８
年
（
昭

和
13
）
死
去
す
る
。

 
建
築
の
プ
ロ
セ
ス

「
聴
竹
居
」の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

１　
自
然
素
材
の
使
用
、工
業
材
料
の
不
使
用
。

２　
幾
何
学
的
な
、垂
直
水
平
の
直
線
、菱
形
、

　
三
角
形
、円
弧
、の
組
み
合
わ
せ
。

３　
連
続
し
た
空
間
構
成
は
、緩
や
か
な
間
仕
切

　
り
を
用
い
、透
け
た
繋
が
り
。

４　
南
東
立
面
の
構
成
と
、大
壁
、真
壁
と
建
具

枠
の
併
用
。

５　
通
風
口
、排
気
口
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

　
る
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

６　

 

家
具
、照
明
、調
度
品
等
、意
匠
、素
材
、詳
細

を
建
築
本
体
と
統
一
。

北
東
よ
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
雁
行
型
平
面
構

成
が
、迎
え
出
る
よ
う
に
来
訪
者
を
玄
関
に
導
く
。

玄
関
、
客
室
、
居
室
、
食
事
室
、
読
書
室
、
縁
側

は
、
連
続
し
た
空
間
構
成
で
緩
や
か
な
間
仕
切
り

を
用
い
、
透
け
た
繋
が
り
を
魅
せ
る
。
南
東
、
縁

側
（
サ
ン
ル
ー
ム
）
の
構
成
的
な
フ
ァ
サ
ー
ド
と

優
雅
な
る
緩
勾
配
屋
根
の
構
成
は
１
葉
の
絵
画
を

み
る
よ
う
で
あ
る
。
桔は

ね

木ぎ

を
用
い
て
軒
の
出
を
各

方
位
で
違
え
、
雨
量
や
太
陽
光
の
調
整
を
施
し
て

い
る
。
南
西
の
寝
室
等
の
4
部
屋
の
構
成
（
私
的

諸
室
）
は
中
廊
下
を
介
し
て
並
ぶ
。

床
レ
ベ
ル
の
変
化
は
、
椅
子
式
と
座
式
の
視
線

の
同
化
を
図
る
。
こ
れ
ら
の
設
計
思
想
は
『
日
本

の
住
宅
』（
藤
井
厚
二
著・岩
波
書
店・１
９
２
８
）、

『
聴
竹
居
図
案
集
』（
藤
井
厚
二
著
・
岩
波
書
店
・

１
９
２
９
）
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
機
械
設

備
を
極
力
排
除
し
、
こ
の
地
の
気
候
風
土
を
重
ん

じ
、
環
境
そ
し
て
自
然
の
力
を
最
大
限
に
活
用
す

る
思
潮
が
み
ら
れ
る
。

 

芸
術
と
科
学
そ
し
て
技
術

聴
竹
居
の
内
部
に
入
る
と
、
何
か
清
々
し
い
明

瞭
な
る
空
間
体
験
を
す
る
。
ま
る
で
幾
何
学
の
証

明
が
完
了
し
た
時
の
よ
う
に
。
そ
の
根
拠
を
探
っ

て
み
よ
う
。

１
９
１
９
年
の
欧
米
諸
国
の
「
建
築
に
関
す
る

諸
設
備
、
住
宅
研
究
の
た
め
視
察
」
は
、
こ
の
建

築
を
完
成
す
る
に
大
き
な
原
動
力
と
な
る
。

20
世
紀
初
頭
当
時
、
建
築
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
新
古
典
主
義
か
ら
近
代
主
義
へ
の

過
渡
期
に
あ
た
る
。
主
な
芸
術
運
動
、
関
係
す
る

建
築
家
、
画
家
等
を
次
に
あ
げ
る
。

●
オ
ラ
ン
ダ
「
デ
・
ス
テ
イ
ル
」

モ
ン
ド
リ
ア
ン
、
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト

平面図
＜「聴竹居」見学者向け公式リーフレットより＞

（一社）京都府建築士会
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● 

イ
ギ
リ
ス「
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
」・

「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
ス
タ
イ
ル
」

　
ウ
イ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

●
ド
イ
ツ
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」

　
W
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
、
パ
ウ
ロ
・
ク
レ
ー

●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
「
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
」

 

オ
ッ
ト
ー
・
ワ
グ
ナ
ー
、
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト

●
ア
メ
リ
カ
「
有
機
的
建
築
」

F
・
L
・
ラ
イ
ト

藤
井
は
、
こ
れ
ら
の
芸
術
運
動
の
成
果
を
現
地

で
身
を
も
っ
て
体
得
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
近
代
科
学
の
デ
ー
タ
を
取
り

分
析
、
検
証
す
る
手
法
も
西
洋
科
学
に
学
び
確
立

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
成
果
は
１
９
２
６
年
（
大
正
15
）「
我
国

住
宅
建
築
ノ
改
善
ニ
関
ス
ル
研
究
」（
博
士
論
文
）

で
結
実
す
る
。
第
２
回
藤
井
邸
（
１
９
２
０
）、

第
３
回
藤
井
邸（
１
９
２
２
）第
４
回
藤
井
邸（
１

９
２
４
）
と
、
気
温
、
通
風
、
熱
、
音
、
等
の
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
、
分
析
、
検
証
し
て
い
る
。（
１
９

２
３
〜
１
９
２
４
）
機
械
設
備
に
頼
ら
な
い
、
環

境
工
学
の
誕
生
で
あ
る
。

季
節
に
よ
る
太
陽
の
変
化
、
こ
の
地
に
吹
く
風

の
流
れ
空
気
の
流
れ
、
清
流
の
あ
る
地
下
水
、
樹

木
、
草
木
の
成
長
の
過
程
、
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
建
築
数
寄
屋
の
も
つ
も
の
と
よ
く
似
て
い

る
。
そ
れ
を
近
代
科
学
の
論
理
性
と
、
藤
井
の
意

匠
を
用
い
実
体
化
す
る
、
棟
梁
酒
徳
金
之
助
の
技

術
の
堅
実
性
そ
の
三
位
一
体
が
西
洋
で
も
日
本
で

も
な
い
普
遍
的
で
特
殊
解
の
こ
の
建
築
を
生
む
。

こ
の
手
法
は
、
後
輩
に
あ
た
る
、
村
野
、
堀
口

に
影
響
を
与
え
る
。
戦
中
村
野
藤
吾
が
河
内
の
民

家
を
移
築
し
て
自
邸
と
し
て
改
築
を
繰
り
返
し
実

証
し
た
こ
と
、
ま
た
、
堀
口
捨
己
が
戦
中
奈
良
大

和
小
泉
の
「
慈
光
院
」
に
籠
り
、
実
測
を
し
古
文

献
を
検
証
し
て
数
寄
屋
の
神
髄
に
せ
ま
っ
た
こ
と

に
似
て
い
る
。
と
も
に
普
遍
性
と
特
殊
性
と
い
う

矛
盾
し
た
思
潮
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
風
土
と

文
化
に
あ
る
だ
ろ
う
。

│ 

一
国
の
文
化
な
い
し
美
意
識
と
い
う
も
の
は
そ

の
国
の
風
土
に
根
ざ
す
。│ 

「
風
土
」和
辻
哲
郎

│「
い
き
」の
核
心
的
意
味
は
、そ
の
構
造
が
わ
が

　

 

民
族
の
存
在
の
自
己
開
示
と
把
握
さ
れ
た
と
き

に
、
十
全
な
る
会
得
と
理
解
を
得
た
の
で
あ

る
。│ 

「
い
き
の
構
造
」九
鬼
周
蔵

両
者
の
思
想
は
、こ
の
建
築
に
息
づ
い
て
い
る
。

 

進
化
と
普
遍
性
を
み
せ
る
住
宅
建
築

今
世
紀
に
入
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、

環
境
共
生
と
い
う
住
宅
建
築
が
見
直
さ
れ
て
い

る
。
大
災
害
の
脅
威
は
機
械
設
備
に
頼
る
建
築
の

再
考
が
求
め
ら
れ
る
。
藤
井
の
目
指
し
た
思
潮
は

約
一
世
紀
の
時
を
隔
て
未
来
を
示
唆
す
る
。
次
世

代
の
「
第
６
回
住
宅
」「
第
７
回
」・
・
・
と
、
実

現
す
る
建
築
が
求
め
ら
れ
て
い（

註
３
）る。

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
が
「
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト

ワ
ー
ル
山
」
の
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
風
景
を
同

一
の
画
面
に
定
着
し
た
よ
う
に
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ

ソ
が
女
性
の
正
面
顔
と
横
顔
を
同
画
面
に
描
い
た

よ
う
に
、
藤
井
は
こ
の
建
築
で
芸
術
と
科
学
、
技

術
の
特
徴
を
加
算
し
て
あ
る
到
達
点
に
至
っ
た
。

藤
井
亡
き
あ
と
３
年
後
に
開
戦
、
戦
中
戦
後
と

維
持
管
理
さ
れ
、
近
年
竹
中
工
務
店
設
計
部
の
後

輩
た
ち
や
、
近
隣
住
民
、
こ
の
建
築
を
慈
し
む
人

た
ち
に
よ
り
、
動
態
保
存
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

行
為
に
感
銘
す
る
。

住
宅
建
築
「
聴
竹
居
」
は
、
色
彩
、
機
械
設
備

を
排
除
し
て
木
材
に
施
さ
れ
た
緻
密
な
デ
ィ
テ
ー

ル
で
、
時
間
的
変
化
に
耐
え
、
削
ぎ
落
さ
れ
た
空

間
は
約
90
年
の
時
を
軽
や
か
に
飛
び
越
え
て
、
眼

前
に
存
在
す
る
。

●
註
１
／
卒
業
設
計
は
「A

 M
em
orial Public Lib-

rary

」
中
央
に
ド
ー
ム
を
持
つ
新
古
典
主
義
建
築
で
あ
る
。

同
時
に
、
伊
東
忠
太
の
も
と
で
「
法
隆
寺
論
」
を
書
き
上

げ
て
い
る
。

●
註
2
／
建
築
設
備
担
当
・
建
築
特
別
施
工
法

●
註
3
／
京
都
府
建
築
士
会
に
於
い
て
、「
藤
井
厚
二
賞
」

が
、
2
0
1
5
年
に
創
設
さ
れ
、
藤
井
厚
二
の
建
築
思
潮

を
受
け
継
ぐ
建
築
の
創
出
に
期
待
す
る
。

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究―
 渡邊節の建築を通して―）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館

　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　（2005年・日本建築学会賞、業績賞受賞）
建築作品／ギャラリー
　　　　　「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」

　（TOTO出版）2009（共著）
●参考文献
・「聴竹居」見学者向け公式リーフレット
・「武田五一・田辺淳吉・藤井厚二―
　日本を意匠した近代建築家たち―」
　ふくやま美術館　2004，01
・「日本の住宅」藤井厚二著／岩波書店　1932
・『環境と共生する住宅「聴竹居」実測図集』・
　竹中工務店設計部編／彰国社　2001
・「聴竹居　藤井厚二の木造モダニズムの住宅」
　松隈章著／平凡社コロナブックス　2015
・「風土」和辻哲郎著／岩波書店　1935
・「いきの構造」九鬼周蔵著／岩波書店　1930
●写真撮影／沼田俊之

謝辞：「聴竹居倶楽部」事務局の関係者の
協力を得ました。お礼申し上げます。
http://www.chochikukyo.com/

本屋・客室部材断面詳細図／展開図／照明器具詳細図　
＜2004年 ふくやま美術館カタログより＞

本屋・食事室から見た居室、透視図
＜2004年 ふくやま美術館カタログより＞

（一社）京都府建築士会



安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

赫か
く

奕や
く

た
る
近
代
建
築
　
3
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大 和 文 華 館
1960

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

吉
田 

五
十
八

孟宗竹のある中庭・外光に浮かび上がる竹の緑が清 し々い

北西立面、伸びやかな正面玄関
海鼠壁、漆喰壁、のコントラストが見事である

（一社）京都府建築士会
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海鼠壁の詳細
エメラルドグリーンタイルと漆喰の白が美しい

美術館へのアプローチ
なだらかなスロープは、嘗ては玉砂利であった

休憩スペースより南東外部を見る
蛙股池と遠景を眺める

外観、南西立面、主廊下棟、そして展示棟を望む

講堂
ステージより客席を望む、両側壁面は組木文様の意匠である

事務棟と主廊下棟を望む
石の乱貼りの上部には海鼠壁

蛙股池超しに、樹木に覆われた展示棟を見る

（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

太
平
洋
戦
争
終
戦
の
翌
年
１
９
４
６
年
（
昭
和

21
）
に
財
団
法
人
大
和
文
華
館
が
発
足
し
て
、
こ

の
美
術
館
計
画
は
始
ま
る
。
10
数
年
の
準
備
期
間

を
経
て
、
美
術
作
品
収
集
と
建
築
計
画
が
醸
造
さ

れ
た
。

１
９
１
０
年（
明
治
43
）大
阪
電
気
軌
道（
近
畿

日
本
鉄
道
の
前
身
）
が
創
立
さ
れ
、１
９
６
０
年
、

近
畿
日
本
鉄
道
は
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
第
５

代
目
社
長
・
種お

い

田た

虎
雄（
１
８
８
３
〜
１
９
４
８
）

の
も
と
に
、
学
園
前
南
東
側
の
蛙
股
池
周
辺
の
敷

地
に
美
術
館
を
計
画
す
る
。
竣
工
時
は
、
第
７
代

目
社
長
・
佐
伯
勇
で
あ
る
。
京
都
、
奈
良
、
伊
勢

と
日
本
文
化
圏
を
沿
線
に
配
す
る
近
鉄
は
、
日
本

美
術
に
特
化
し
た
美
術
館
の
建
設
を
意
図
す
る
。

種
田
は
日
本
美
術
に
造
詣
が
深
い
美
術
史
家
・

矢
代
幸
雄
（
１
８
９
０
〜
１
９
７
５
）
に
、
美
術

作
品
の
収
集
と
器
と
な
る
美
術
館
の
設
計
者
の
選

定
を
依
頼
し
て
い
る
。
矢
代
は
吉
田
五
十
八
（
１

８
９
４
〜
１
９
７
４
）
に
、
そ
の
設
計
を
依
頼
す

る
。
そ
の
後
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
開
館
50
年

を
機
に
、
耐
震
補
強
工
事
、
内
部
改
修
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
行
わ
れ
今
日
に
至
る
。
そ
の
建
築
は

今
な
お
、
竣
工
時
の
新
鮮
さ
を
保
つ
。
周
辺
の
樹

木
は
時
を
経
て
生
い
茂
る
。自
然
苑「
文
華
苑
」は
、

四
季
折
々
の
草
花
で
鑑
賞
者
を
迎
え
る
。

 
建
築
の
プ
ロ
セ
ス

近
鉄
奈
良
線
学
園
前
駅
よ
り
南
東
に
少
し
行
く

と
、
緑
地
に
囲
ま
れ
た
ゲ
イ
ト
が
見
え
、
緩
や
か

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
上
る
と
、
伸
び
や
か
に
水
平
に

の
び
た
美
し
い
建
築
が
出
現
す
る
。

桃
山
時
代
の
城
郭
を
彷
彿
さ
れ
る
海
鼠
壁
、
瓦

で
は
な
く
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
タ
イ
ル
張
り
の

海
鼠
壁
が
、
白
い
漆
喰
格
子
に
見
事
な
る
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
魅
せ
る
。

軒
先
に
は
白
い
垂
木
状
の
リ
ブ
が
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
並
ぶ
。
玄
関
ホ
ー
ル
の
左
翼
に
は
講
堂
、
右

翼
に
は
事
務
部
門
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、

階
段
、
便
所
等
が
並
ぶ
。
竣
工
当
時
は
油
圧
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
吉
田
は
屋
根
か
ら
塔
屋
が
現

れ
る
の
を
嫌
い
、
搬
入
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
い
な
い
と
い
う
逸
話
が
残
る
。

庫
裡
を
彷
彿
さ
せ
る
障
子
壁
と
主
柱
で
構
成
さ

れ
た
主
廊
下
の
先
に
、
本
美
術
館
の
最
大
の
見
せ

場
、
孟
宗
竹
の
林
立
す
る
中
庭
が
あ
り
、
反
時
計

回
り
に
展
示
作
品
を
鑑
賞
す
る
。

鑑
賞
者
に
は
、
進
行
方
向
の
右
手
に
美
術
作
品

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
中
庭
よ
り
自
然
光
が
降
り
注

ぐ
。
外
光
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
熱
線
反

射
フ
ィ
ル
ム
が
貼
ら
れ
、
作
品
鑑
賞
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

 

建
築
家
・
吉
田
五
十
八
と

 

美
術
史
家
・
矢
代
幸
雄

吉
田
五
十
八
は
１
９
２
５
年
（
大
正
14
）
欧
州

旅
行
で
、
学
生
時
代
か
ら
心
惹
か
れ
て
い
た
ド
イ

ツ
表
現
主
義
、
オ
ラ
ン
ダ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
見

る
た
め
、
兄
の
援
助
を
受
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
を
廻
っ
て
い
る
。こ
の
調
査
旅
行
で
吉
田
は
、

む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
残
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

建
築
や
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
と
い
っ
た
古
典
建
築
の
方

に
強
い
感
銘
を
受
け
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
、
吉
田

の
建
築
観
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。　
　

吉
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
建
築
に
つ
い
て
、

そ
の
伝
統
や
民
族
性
が
前
提
に
あ
る
か
ら
こ
そ
で

き
得
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
で
あ
る
自
ら
に
は

到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
考
え
た
。
日
本
人
で

あ
る
自
分
し
か
作
り
得
な
い
建
築
と
は
何
か
、
当

時
は
過
去
の
建
築
様
式
で
し
か
な
か
っ
た
数
寄
屋

造
の
近
代
化
に
着
目
し
た
。
日
本
の
伝
統
的
建
築

に
つ
い
て
研
究
を
始
め
る
。
１
９
３
０
年
代
中
程

か
ら
吉
田
独
自
に
近
代
化
し
た
数
寄
屋
造
の
住
宅

を
発
表
し
始
め
、
戦
後
に
は
、
美
術
館
、
会
館
、

寺
院
等
、
近
代
数
寄
屋
建
築
を
展
開
す
る
。

配置図（文華苑、大和文華館、蛙股池）
＜「大和文華館」のホームページより＞

断面図
＜「HIROBA・1998，05」より引用＞

1階平面図
＜「HIROBA・1998，05」より引用＞

（一社）京都府建築士会
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矢
代
幸
雄
初
代
館
長
（
在
任
期
間
１
９
６
０
〜

１
９
７
０
）
の
作
品
選
定
は
現
在
、
大
和
文
華
館

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
宝
（
註
１
）

４
件
、
重
要
文
化
財
31

件
を
含
む
約
２
０
０
０
件
に
お
よ
ぶ
。
矢
代
は
当

初
、
初
期
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
研
究
し
西
洋
美
術
に

造
詣
が
深
く「
松
方
幸
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
西

洋
美
術
館
の
常
設
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
。）
に

代
表
さ
れ
る
。
戦
後
、
東
洋
美
術
、
日
本
美
術
の

再
評
価
の
研
究
を
お
こ
な
う
。

 

近
代
和
風
建
築

吉
田
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）、「
建
築
と
社

会
」に
論
文『
近
代
数
寄
屋
住
宅
と
明
朗
性
』を
発

表
し
、
近
代
和
風
建
築
の
近
代
化
を
図
り
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、鉄
骨
造
に
も
展
開
し
て
い
く
。

吉
田
の
手
法
の
主
な
も
の
と
し
て
、

１
．
大
壁
造
の
採
用
、長
押
、廻
り
縁
の
省
略

２
．
吊
束
と
欄
間
の
省
略
、竿
縁
の
省
略

３
．
荒
組
障
子
と
横
棧
の
障
子
の
採
用

４
．
座
式
と
椅
子
式
生
活
の
レ
ベ
ル
差
に
よ
る

　
　
融
合

５
．
リ
シ
ン
吹
付
け
仕
上
げ

６
．
ア
ル
ミ
パ
イ
プ
の
下
地
窓
等
の

　
　
工
業
生
産
材
料
の
採
用

 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
あ
っ
さ
り
仕
上
げ
、
視
線
の
動
き
を
平
明
に

な
め
ら
か
に
す
る
。
和
風
の
様
式
を
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
水
で
洗
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
た

し
か
に
、
数
寄
屋
が
本
来
持
っ
て
い
る
面
の
分
割

の
美
し
さ
、
木
、
土
、
紙
、
草
な
ど
の
素
材
の
味

わ
い
が
、
部
材
の
多
さ
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
素
直
に
表
れ
て
（
註
２
）

い
る
。」　

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
展
開
さ
れ
た
「
数

寄
屋
造
り
」
を
、
吉
田
五
十
八
は
見
事
に
「
現
代

へ
」
と
移
送
す
る
の
で
あ
る
。

 

軸
線
と
中
庭

和
辻
哲
郎
は
名
著
『
風
土
』
で
、
竹
が
熱
帯
気

候
の
地
に
育
ち
雪
を
被
る
こ
と
は
な
い
、
し
か
し

日
本
の
竹
は
、
例
外
的
に
雪
を
被
る
こ
と
で
、
あ

の
し
な
や
か
さ
が
う
ま
れ
、
そ
の
こ
と
が
日
本
人

の
特
性
「
し
な
や
か
さ
」
に
大
い
な
る
影
響
を
与

え
て
い
る
と
。

一
方
で
「
西
洋
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
」
は
、
縦
中
心

軸
を
進
む
と
横
軸
と
交
差
す
る
。
こ
の
部
分
が
垂

直
方
向
に
上
昇
空
間
を
生
み
出
し
、
神
と
の
関
係

を
空
間
的
に
象
徴
す
る
。
開
口
部
を
最
大
限
に
と

る
の
た
め
に
、
側
廊
に
は
飛
梁
（
フ
ラ
イ
ン
グ
バ

ッ
ト
レ
ス
）
が
発
明
さ
れ
た
。

本
建
築
で
は
、
中
庭
が
交
差
部
に
あ
た
り
、
ピ

ロ
テ
ィ
の
あ
る
地
面
よ
り
伸
び
た
孟
宗
竹
は
天
空

へ
と
向
か
う
。

計
画
さ
れ
た
自
然
は
、
な
お
奥
に
絵
画
風
（
ピ

ク
チ
ャ
ー
レ
ス
ク
）
の
蛙
股
池
と
遠
方
の
時
々

刻
々
と
変
化
す
る
風
景
を
映
し
出
す
。
ま
さ
し
く

自
然
を
崇
拝
し
た
空
間
演
出
が
読
み
取
れ
る
。

本
建
築
竣
工
時
よ
り
20
年
ほ
ど
の
ち
に
、
同
世

代
の
建
築
家
、
白
井
晟
一
（
１
９
０
５
〜
１
９
８

３
）、
村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）
は
、

「
松
濤
美
術
館
」（
１
９
８
０
）、「
谷
村
美
術
館
」

（
１
９
８
３
）
を
建
築
す
る
。

前
者
は
、西
洋
城
郭
の
よ
う
に
外
部
を
閉
ざ
し
、

中
庭
に
当
た
る
吹
抜
け
に
面
し
た
開
口
部
よ
り
採

光
し
「
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
配
し
た
。
後
者
は
、
木
造

の
廻
廊
を
す
す
む
と
彫
刻
的
造
形
数
個
の
塊
が
現

れ
る
。
そ
の
間
よ
り
自
然
採
光
し
彫
刻
作
品
を
包

み
込
む
。

建
築
は
、現
地
に
身
を
置
き「
風
の
流
れ
、光
の

移
ろ
い
」を
全
身
全
霊
で
感
じ
と
る
も
の
で
あ
る
。

春
の
到
来
を
機
に
、「
大
和
文
華
館
」
に
出
掛

け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
57
年
の
時
の
風
と
光
を
感
じ

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

●
註
１
／
国
宝
4
点

・
寝
覚
物
語
絵
巻　

・
婦
女
遊
楽
図
屏
風（
松
浦
屏
風
）

・
一
字
蓮
台
法
華
経〈
普
賢
菩
薩
勧
発
品
〉

・
雪
中
帰
牧
図

●
註
２
／『
日
本
の
近
代
建
築（
下
）』２
０
２
P
よ
り
引
用

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究
 ─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　（2005年・日本建築学会賞、業績賞受賞）
建築作品／ギャラリー
　　　　　「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」
　　　（TOTO出版）2009（共著）
●参考文献
・『「あの建築は・・・」大和文華館─今なお新鮮』
　文・構成：古今和家衆
　（「HIROBA・1998,05月号・近畿建築士会協議会発行）
・『近代数寄屋住宅と明朗性』吉田五十八
　（「建築と社会」1935,10月号・日本建築協会）
・『日本の近代建築（下）』
　（藤森照信著・岩波新書309・1993）
・『風土』（和辻哲郎著・岩波書店・1935）
●写真撮影／沼田俊之

謝辞：「近鉄グループホールディングス株式会社」・
「大和文華館」の関係者の協力を得ました。お礼申し上げます。

告知：大和文華館・展覧会「花の美術─季節の彩り─」
（2017・02・24（金）～ 2017・04・09（日））
詳細はホームページを参照してください。　　　　
http://www.kintetsu-g-hd.co.jp/culture/yamato/

新興数寄屋のプロセス
＜『近代数寄屋住宅と明朗性』より＞

（一社）京都府建築士会



安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

赫か
く

奕や
く

た
る
近
代
建
築
　
4
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大阪カテドラル聖マリア大聖堂
1963

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

長
谷
部 

鋭
吉

正面大壁画、「栄光の聖母マリア」（堂本印象作）
左右壁画、「ルソン行途上の高山右近」と「最后の日のガラシャ夫人」（堂本印象作）をのぞむ

南側正面立面
中央部に「無原罪の聖母マリア」の大理石像

（一社）京都府建築士会
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ステンドグラス（羽渕紅州作）
その間に「十字架の道行」（ルンガルチェ作）

内観、西側展開
華麗なるステンドグラスが並ぶ

祭壇より2階パイプオルガンをのぞむ

外観、南西立面
道路側より建築のコーナーを眺める

外観、東立面
縦長の四連の窓が、リズミカルである

説教台をのぞむ 天井より吊るされたキリスト像
（ルンガルチェ作）（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
大
阪
の
文
明
開
化
発

祥
の
地
川
口
に
お
い
て
、
川
口
基
督
教
会
は
活
動

を
は
じ
め
る
。
１
８
７
９
年
（
明
治
12
）
聖
堂
が

ア
メ
リ
カ
人
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
入
口
は
桃
の
よ
う
に
少
し
と
が
っ
て
ふ
く

ら
む
ア
ー
チ
の
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。

川
口
教
会
が
外
国
人
の
た
め
の
教
会
で
あ
り
、

日
本
人
の
た
め
の
教
会
が
必
要
と
な
り
、
１
８
７

８
年
（
明
治
11
）
大
阪
内
淡
路
町
に
、
プ
レ
シ
ー

神
父
に
よ
り
教
会
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
玉
造
と
北
野
の
両
教
会
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

１
８
９
４
年
（
明
治
27
）
創
立
さ
れ
た
大
阪
玉
造

教
会
「
聖
ア
グ
ネ
ス
聖
堂
」
は
、
マ
リ
ー
神
父
が

初
代
主
任
司
祭
と
な
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
３
月
、
６
月
、
太
平
洋
戦
争
の
大

阪
大
空
襲
で
、
そ
の
教
会
は
焼
失
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
仮
聖
堂
を
経
て
ザ
ビ
エ
ル
来
日
４
０
０
年

記
念
の
年
に
建
設
さ
れ
た
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
聖
堂
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
の
司
教
座
聖

堂
「
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
」
は
、

１
９
６
３
年（
昭
和
38
）３
月
に
落
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
１
９
９
５
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
塔
は

被
災
し
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

大
聖
堂
の
た
つ
大
阪
玉
造
は
、
細
川
大
名
家
の

屋
敷
跡
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
聖
堂
前
広
場
に

は
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
と
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
高
山
右

近
の
石
像
が
あ
り
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
は
明
智
光
秀

の
三
女
で
、
細
川
忠
興
に
嫁
い
で
キ
リ
ス
ト
教
の

洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
、
高
山
右
近
は
高
槻

の
領
主
で
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
へ
の
信

仰
を
貫
き
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
敷
地
は

細
川
家
屋
敷
跡
の
周
辺
で
も
あ
り
、
明
治
期
に
こ

の
土
地
を
購
入
し
た
宣
教
師
た
ち
は
、
そ
の
こ
と

は
知
ら
ず
、
後
に
神
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
大
聖

堂
の
西
北
に
は
細
川
越
中
守
の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
「
越
中
井
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
細
川

建
築
面
積
・
2
4
5
0
㎡

延
床
面
積
・
3
6
9
6
㎡

軒　
　

高
・
20
ｍ

塔　
　

高
・
67
ｍ

外
部
仕
上
・
屋
根
、
青
銅
板
葺

　
　
　
　
　

外
壁
、
淡
ク
リ
ー
ム
タ
イ
ル
張

　
　
　
　
　

正
面
中
央
部
、
水
色
泰
山
タ
イ
ル
張

内
部
仕
上
・
外
陣
／
床
、
白
雲
色
大
理
石

　
　
　
　
　
　
　
　

腰
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
赤
大
理
石

　
　
　
　
　
　
　
　

上
部
、
セ
ラ
ス
キ
ン
金
目
地

　
　
　
　
　
　
　
　

天
井
、
吸
音
板
張

　
　
　
　
　

内
陣
／
床
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
赤
大
理
石

　
　
　
　
　
　
　
　

階
段
、
白
雲
色
大
理
石

　
　
　
　
　

玄
関
ホ
ー
ル
／

　
　
　
　
　
　
　
　

壁
、
ボ
ル
ト
ー
ネ
大
理
石

 

大
聖
堂
前
広
場
の
両
端
に
あ
る「
高
山
右
近
」と

「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
」
の
石
像
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
信
徒
の
彫
刻
家
・
安
部
政
義
氏
作
。

堂
内
装
飾
・

・
正
面
大
壁
画
、「
栄
光
の
聖
母
マ
リ
ア
」

 

（
堂
本
印
象
作
）

・ 

左
右
壁
画
、「
ル
ソ
ン
行
途
上
の
高
山
右
近
」と

「
最
后
の
日
の
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
」 （
堂
本
印
象
作
）

・ 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
│
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

生
誕
と
洗
礼
、
聖
母
マ
リ
ア
の
生
涯
、
小
聖

堂
に
は
日
本
人
に
福
音
を
伝
え
る
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

 

（
ベ
ニ
ス
工
房
、
羽
渕
紅
州
作
）

・
聖
像
木
彫

　
大
聖
堂
内
陣
中
央
に
あ
る
大
十
字
架

　
２
階
楽
廊
に
あ
る
聖
母
と
聖
ヨ
ハ
ネ
像

　

  

大
聖
堂
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
十
字
架

の
道
行
の
14
場
面
（
写
真
３
）

　

 

小
聖
堂
の
聖
ア
グ
ネ
ス
と
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
像

　
（
ル
ン
ガ
ル
チ
ェ
作
／
彫
刻
家
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

・ 

大
聖
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
2
4
0
0
本

も
の
パ
イ
プ
を
有
す
る
。

（
オ
ラ
ン
ダ
、
ヴ
ェ
ル
シ
ュ
エ
レ
ン
社
製
）

ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
を
記
念
し
て
辞
世
の
句
碑
が
建
っ

て
お
り
ま
す
。
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。（「
大
阪

カ
テ
ド
ラ
ル
物
語
」）

１
９
５
８
年
頃
、
日
建
設
計
工
務
顧
問
の
長
谷

部
鋭
吉
（
１
８
８
５
〜
１
９
６
０
）
に
設
計
が
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る

長
谷
部
は
豊
富
な
る
見
識
で
、
多
大
な
る
ス
ケ
ッ

チ
（
図
１
・
図
２
）、
設
計
図
を
描
き
、
設
計
を

終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
完
成
を
観
ず
に
１
９
６

０
年
亡
く
な
り
ま
し
た
。

 

建
築
の
プ
ロ
セ
ス

長
谷
部
鋭
吉
は
、
１
９
０
９
年
、
東
京
帝
国
大

学
建
築
学
科
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
住
友
本

店
臨
時
建
築
部
に
入
社
し
ま
し
た
。
銀
行
、
事
務

所
、
住
宅
、
教
会
建
築
等
の
作
品
を
遺
し
、
今
日

の
日
建
設
計
を
築
い
た
内
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。

敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
長
谷
部
は
、

遺
作
と
し
て
、
こ
の
作
品
を
遺
し
ま
し
た
。

大
阪
、
玉
造
の
私
立
学
校
敷
地
に
隣
接
し
て
、

そ
の
建
築
は
現
れ
る
。
南
広
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
と
、
正
面
に
桃
の
よ
う
に
少
し
膨
れ
た
ア
ー

チ
を
も
つ
、
水
色
の
優
雅
で
鮮
や
か
な
タ
イ
ル
を

背
景
に「
無
原
罪
の
聖
母
像
」（
イ
タ
リ
ア
彫
刻
家
、

ア
レ
ギ
ー
ニ
作
）
が
来
訪
者
を
迎
え
る
。
四
角
い

マ
ッ
シ
ブ
な
る
建
築
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の
如

く
適
度
な
る
開
口
部
を
も
つ
。（
写
真
１
）

玄
関
ホ
ー
ル
か
ら
大
聖
堂
内
部
に
踏
み
込
む

と
、
正
面
に
「
栄
光
の
聖
母
マ
リ
ア
」
が
あ
り
、

天
井
に
配
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
像
が
、
外
陣
と
内
陣

を
分
け
て
い
る
。（
写
真
２
）

■ 

建
築
概
要
、仕
上
げ
材
料
、堂
内
装
飾
等
を
左
記

に
記
載
し
ま
す
。

設　
　

計
・
長
谷
部
鋭
吉

　
　
　
　
　
（
日
建
設
計
工
務
株
式
会
社
顧
問
）

施　
　

工
・
聖
和
建
設
株
式
会
社

構　
　

造
・
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2
階
建

写真１・「大阪司教座教会・聖マリア大聖堂」
　　　　竣工時の教会周辺、北側に大阪城天守閣を望む

＜「1963・竣工リーフレット」より＞

写真２・竣工時の内部
＜「大阪教區の百年・再宣教百年祭記念」より＞

＜「インターネット長谷部鋭吉の業積」より＞

図１・正面「無原罪の
　　　聖母像」のスケッチ

図２・内部祭壇をのぞむスケッチ

（一社）京都府建築士会
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現
在
の
堂
内
は
幾
度
か
の
改
修
で
、
腰
部
や
内

陣
の
赤
大
理
石
は
白
い
塗
装
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。
内
陣
と
外
陣
の
境
界
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
る

感
は
否
め
な
い
。
し
か
し
空
間
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク

風
の
荘
厳
な
る
状
況
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

 

「
住
友
」と
い
う
建
築
家
集
団

明
治
末
の
頃
に
住
友
の
建
築
部
長
を
勤
め

た
野
口
孫
市
は
、
当
時
日
本
の
有
名
な
建
築

家
で
、
住
友
須
磨
別
邸
は
彼
の
創
作
中
で
も

殊
に
芸
術
的
の
も
の
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ

た
。
野
口
の
系
統
を
引
い
て
、
住
友
に
は
優

秀
な
技
師
が
輩
出
し
た
。
日
高
胖
・
長
谷
部

鋭
吉
・
竹
腰
健
造
・
笹
川
慎
一
ら
の
如
き
は
、

一
会
社
の
槽
櫪
の
間
に
幤
死
さ
せ
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
程
の
駿
馬
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

創
作
し
た
美
し
い
建
物
は
、
今
日
で
も
住
友

の
内
外
に
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。（
註
１
）

長
谷
部
が
そ
の
一
員
と
し
て
設
計
し
た
、
旧
住

友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
住
友
合
資
会
社
工
作
部
・
第

１
期
／
１
９
２
６
・
第
２
期
／
１
９
３
０
）
は
、

今
日
も
中
之
島
の
美
し
い
景
観
の
一
翼
を
担
っ
て

い
る
。
１
９
０
９
年
住
友
本
店
臨
時
建
築
部
に
入

社
し
た
長
谷
部
は
１
９
２
１
年
こ
の
設
計
チ
ー
ム

の
立
面
主
査
と
な
る
。

１
９
２
１
年
度
の
住
友
総
本
店
処
務
報
告
書
に

は
「
本
工
事
ハ
大
正
九
年
四
月
、
日
高
技
師
ヲ
全

設
計
ノ
監
督
及
校
査
者
ト
シ
、
長
谷
部
技
師
ヲ
立

面
主
査
、
竹
腰
技
師
ヲ
平
面
図
主
査
、
光
安
技
師

ヲ
構
造
主
査
ト
シ
テ
準
備
ヲ
始
メ
・
・
・
」
と
担

当
者
を
決
め
、
そ
の
才
能
を
発
揮
さ
せ
て
い
る
。

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
末
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
、
長
谷
部
は
欧
米
に
建
築
視
察
に
出
か
け
て
い

る
。
こ
の
研
鑽
が
本
店
外
観
意
匠
に
大
い
な
る
影

響
を
与
え
て
い
る
と
推
察
す
る
。

本
店
外
壁
の
た
め
に
、
黄
立
山
石
と
い
う
石
英

粗
面
岩
を
砕
き
、
イ
タ
リ
ア
産
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
の

砕
石
と
混
合
し
、
鉄
筋
を
入
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

の
石
材
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
濃
淡
を
付
け
た

三
種
類
を
用
意
し
て
ビ
ル
の
外
壁
四
面
に
ふ
り
わ

け
た
。
特
に
コ
ー
ナ
ー
部
に
は
、
細
心
の
配
慮
が

施
さ
れ
て
い
る
。
遠
目
に
は
、
近
代
建
築
に
見
え

る
マ
ッ
シ
ブ
な
塊
は
近
づ
く
と
、
様
式
、
特
に
ロ

マ
ネ
ス
ク
様
式
の
様
を
呈
し
て
診
え
て
く
る
。

１
９
３
０
年
に
長
谷
部
が
設
計
し
た
大
阪
堺

筋
、
南
久
太
郎
町
の
住
友
船
場
ビ
ル
（
非
現
存
・

写
真
４
）
は
、
正
面
の
三
つ
並
列
し
た
ゴ
シ
ッ
ク

風
の
細
長
い
尖
頭
ア
ー
チ
が
美
し
い
。
龍
山
石
を

貼
っ
た
外
壁
は
、
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大

聖
堂
へ
と
系
譜
を
診
せ
る
。

 
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

 
建
築
家
・
長
谷
部
鋭
吉

敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
長
谷
部
は
、
ロ

マ
ネ
ス
ク
様
式
を
好
ん
だ
。

長
谷
部
は
、
瀧
澤
真
弓
（
１
８
９
６
〜
１
９
８

３
）
と
の
対
談
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

瀧
澤
／ 「
ど
の
よ
う
な
建
築
が
最
も
お
気
に

召
さ
れ
た
か
。」

長
谷
部
／ 「
イ
タ
リ
ア
の
あ
の
壁
の
厚
い
、

窓
の
小
さ
な
マ
ッ
シ
ブ
な
も
の
、

あ
の
気
分
が
好
き
だ
。」（
註
２
）

長
谷
部
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
に
宝
塚

清
荒
神
の
畑
を
購
入
し
て
、
萱
葺
き
屋
根
の
田
舎

風
自
邸
を
建
設
、
１
９
３
５
年
に
は
離
れ
が
増
築

さ
れ
ま
す
。
広
間
を
も
っ
ぱ
ら
ア
ト
リ
エ
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
し
た
。

長
谷
部
を
私
淑
し
た
村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜

１
９
８
４
）
は
、
１
９
４
２
年
頃
、
長
谷
部
自
邸

の
近
隣
の
土
地
を
求
め
大
和
屋
根
の
民
家
を
移
築

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ト
リ
エ
を
、
１
９
４
９
年

カ
ト
リ
ッ
ク
宝
塚
教
会
の
初
ミ
サ
の
た
め
に
開
放

し
ま
し
た
。
そ
の
教
会
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
長
谷
部
は
病
床
に
あ
り
、
信
頼
を
寄
せ

る
村
野
藤
吾
に
其
任
を
委
ね
ま
し
た
。（
註
３
）

世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
１
９
５
４
年
竣
工
・
村

野
藤
吾
）
の
設
計
を
、
審
査
員
で
あ
る
村
野
は
、

競
技
設
計
で
当
選
案
が
見
つ
か
ら
ず
、
教
会
建
築

に
優
れ
た
才
能
を
み
せ
る
長
谷
部
に
依
頼
す
る
も

の
の
、
教
会
内
部
の
諸
処
の
事
情
で
村
野
自
身
で

行
う
こ
と
と
な
る
。

日
本
神
学
校
（
１
９
３
７
）、
芦
屋
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
（
１
９
５
３
）、
大
阪
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ

リ
ア
大
聖
堂
（
１
９
６
３
）
と
宗
教
建
築
を
遺
し

た
長
谷
部
は
、神
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
宗
教
建
築
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
、
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
に
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
雄
々
し
い

石
材
の
表
現
を
加
味
し
て
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

へ
と
昇
華
し
た
。

「
遠
目
に
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
近
目
に
は
様
式
建

築
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
眼
前
の
こ
の
建
築
に

も
、
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ
て
今
に
至
る
。

●
註
１
／ 「
多
芸
の
建
築
家
」よ
り（『
住
友
回
想
記
』

川
田
順
著
・
甲
鳥
書
林
新
社
・
１
９
５
７
）

●
註
２
／ 『
建
築
と
社
会
』１
９
６
１
年
３
月
号

（
日
本
建
築
協
会
発
行
）

●
註
３
／ 『
京
都
だ
よ
り
』２
０
１
５
年
９
月
号

「
カ
ト
リ
ッ
ク
宝
塚
教
会
」安
達
英
俊
著

（
京
都
府
建
築
士
会
発
行
）

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究
 ─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館

　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　（2005年・日本建築学会賞、業績賞受賞）
建築作品／ギャラリー
　　　　　「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」

　（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献
・『大阪司教座教会・聖マリア大聖堂』
　（1963・竣工リーフレット）
・『大阪教區の百年・再宣教百年祭記念』
　（1968・田中道雄著・カトリック大阪司教区発行）
・『大阪カテドラル物語』（神林宏和著・リーフレット）
・『住友回想記』―「多芸の建築家」
　（1957・川田順著・甲鳥書林新社）
・『モダンシティふたたび』（1990・海野弘著・創元社発行）
・『モダンエイジの建築―「建築と社会」を再読する―』
　（2017・日本建築協会発行）
・『日本の近代建築（下）』
　（1993・藤森照信著・岩波新書309・岩波書店発行）
・『建築と社会』1961年3月号（日本建築協会発行）
・『カトリック宝塚教会』（安達英俊著・
　「京都だより」2015年9月号・京都府建築士会発行）
●写真撮影／沼田俊之

謝辞：「大阪カテドラル聖マリア大聖堂」・「京都府立堂本印
象美術館」の関係者の協力を得ました。お礼申し上げます。

竣工時の内部
＜「大阪司教座教会・聖マリア大聖堂・竣工リーフレット」より＞

説教台

ステンドグラス
（羽渕紅州作・天使降誕）

聖フランシスコ・ザビエル グランド・パイプ・オルガン

写真４・住友船場ビル
（安達英俊撮影）

写真３・十字架の道行（沼田俊之撮影）

（一社）京都府建築士会



安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

July 2017   Kyoto Dayori   6

京都大学基礎物理学研究所 湯川記念館
1952

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

森
田 

慶
一

赫か
く

奕や
く

た
る
近
代
建
築
　
５

旧所長室
本研究所に寄贈された書籍が並ぶ
リズミカルに配置された照明器具

西正面立面
見事なプロポーションと簡易化された装飾、入口上部の円弧手摺が印象的

（一社）京都府建築士会



7   Kyoto Dayori  July 2017

整然と並ぶ書籍、規律のあるインテリア

内部階段
リズミカルに構成された手摺

パネル展示のある旧所長室前室

西、南立面を望む
柱、梁のプロポーションに注目

南側より見る西立面
庇と円弧の手摺のディテールが美しい

裏玄関のある南立面
壁面に僅かなズレをみせる

玄関ホール
正面にモニュメントがある

正面玄関のディテール
庇上部の手摺が全体を引き締める

（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
湯
川
秀
樹
（
１
９
０

７
〜
１
９
８
１
）は
中
間
子
理
論
構
想
を
発
表
し
、

翌
年
「
素
粒
子
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
」
に
よ
り

「
中
間
子
」（
現
在
の
π
中
間
子
）
の
存
在
を
予
言

す
る
。

サ
ー
ド
で
あ
る
。
平
面
を
み
る
と
、
L
型
の
全
体

に
対
し
て
矩
形
の
諸
室
が
整
然
と
並
ぶ
。
廊
下
奥

に
旧
所
長
室
が
配
さ
れ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
西
、
南
外
観
意
匠
を

残
し
て
北
東
に
増
築
工
事
が
な
さ
れ
た
。
３
階
大

構
堂
は
諸
室
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
８
年

（
平
成
20
）
こ
の
建
築
は
耐
震
改
修
工
事
が
施
さ

れ
て
内
部
一
部
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
１
階
中
庭

に
講
演
等
が
可
能
な
国
際
交
流
ホ
ー
ル
が
新
設
さ

れ
て
い
る
。

 

分
離
派
と
森
田
慶
一

分
離
派
建
築
会
は
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）

７
月
に
東
京
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
15

名
中
６
名
が
卒
業
に
当
り
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ

で
、
後
藤
慶
二
、
岩
元
禄（
註
１
）
に
兄
事
し
、
卒

業
設
計
展
覧
会
を
日
本
橋・白
木
屋
で
開
催
し「
分

離
派
建
築
会
・
宣
言
と
作
品
」
を
刊
行
す
る
。

メ
ン
バ
ー
６
名
は
、
意
匠
班
の
堀
口
捨
己
、
石

本
喜
久
治
、
山
田
守
、
瀧
澤
真
弓
の
４
名
と
、
構

造
班
の
森
田
慶
一
、
矢
田
茂
の
２
名
で
あ
る
。

東
大
で
は
構
造
の
佐
野
利
器
が
中
心
と
な
り
、

耐
震
構
造
の
工
学
面
が
重
要
視
さ
れ
、
力
学
的
合

理
性
を
も
っ
て
歴
史
的
な
様
式
美
を
二
次
的
な
も

の
と
考
え
方
が
起
こ
っ
て
い
た
。
意
匠
性
、
芸
術

性
は
な
い
が
し
ろ
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
佐
野
の

指
導
を
受
け
た
野
田
俊
彦
は
、『
建
築
非
芸
術
論
』

（
１
９
１
５
）
を
掲
げ
て
理
論
的
に
構
造
主
流
を

論
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
ゼ
セ
ッ

シ
オ
ン
（
分
離
派
）
や
表
現
主
義
の
影
響
を
う
け

た
意
匠
系
の
堀
口
ら
が
、
意
匠
性
に
も
才
能
の
あ

る
森
田
を
誘
う
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
宣
言
は
、
後
の
日
本
近
代
建
築
運
動

に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
る
。

宣
言

我
々
は
起
つ
。

過
去
建
築
圏
よ
り
分
離
し
、
総
て
の
建
築
を

１
９
４
７
年
セ
シ
ル
・
バ
ウ
エ
ル
ら
が
実
際
に

π
中
間
子
を
発
見
す
る
こ
と
で
、１
９
４
９
年（
昭

和
24
）
京
都
大
学
、
湯
川
秀
樹
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
す
る
。
日
本
人
と
し
て
初
の
受
賞
で

あ
り
、
敗
戦
で
自
信
を
失
っ
て
い
た
日
本
国
民
に

多
大
な
る
希
望
を
与
え
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
京
都
大
学
で
は
湯
川
記
念
館

の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
設
計
は
京
都
大
学
建
築

学
科
教
授
、森
田
慶
一
（
１
８
９
５
〜
１
９
８
３
）

に
依
頼
さ
れ
る
。

学
内
で
は
、
戦
前
に
は
「
京
都
帝
国
大
学
楽
友

会
館
」、「
農
学
部
表
門
及
び
守
衛
所
」（
１
９
２

４
年
）、
戦
後
「
医
学
部
附
属
病
院
」
等
を
設
計

し
て
い
る
。

森
田
は
西
洋
建
築
史
や
建
築
論
の
研
究
者
で
あ

り
、
特
に
ウ
ィ
ト
ル
ー
ウ
ィ
ウ
ス
（
前
１
世
紀
、

ロ
ー
マ
の
建
築
家
）
の
研
究
が
専
門
で
あ
る
。
戦

後
の
森
田
は
、
柱
、
梁
と
い
う
構
造
材
を
表
現
し

た
現
代
建
築
に
、
西
洋
古
典
建
築
の
比
例
（
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
）
を
熟
考
し
た
、
装
飾
を
き
わ
め
て

簡
略
化
し
た
建
築
を
実
作
し
て
い
る
。

 

建
築
の
プ
ロ
セ
ス

今
出
川
通
か
ら
北
に
向
か
っ
て
並
木
道
を
進
み

京
都
大
学
農
学
部
表
門
を
抜
け
て
約
５
０
０
m
い

く
と
、「
湯
川
記
念
館
」
に
出
逢
う
の
で
あ
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
、
地
下
１
階
建
て
で

あ
る
。

西
側
を
正
面
に
し
て
、
厳
格
な
る
古
典
様
式
を

意
識
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
が
現
れ
る
。
中
央
玄
関
を

軸
に
ほ
ぼ
対
称
形
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
、
コ
ー
ニ
ス

に
あ
た
る
シ
ン
プ
ル
な
庇
が
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を

抑
え
全
体
を
引
き
締
め
る
。
三
角
形
を
連
続
し
た

ク
ロ
ス
ト
ラ
が
僅
か
な
様
式
意
匠
で
あ
る
。
円
弧

の
あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
は
こ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
中
心

と
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
柱
、
梁
に
囲
ま

れ
た
面
は
、
窓
開
口
部
以
外
は
明
確
に
グ
リ
ッ
ド

割
が
施
さ
れ
て
い
る
。
知
的
で
落
ち
着
い
た
フ
ァ

配置図・平面図・立面図
＜京都大学施設部所蔵より＞

（一社）京都府建築士会
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し
て
真
に
意
義
あ
ら
し
め
る
新
建
築
圏
を
創

造
せ
ん
が
た
め
に
。

我
々
は
起
つ
。

過
去
建
築
圏
内
に
眠
つ
て
居
る
総
て
の
も
の

を
目
覚
さ
ん
た
め
に
溺
れ
つ
つ
あ
る
総
て
の

も
の
を
救
は
ん
が
た
め
に
。

我
々
は
起
つ
。

我
々
の
此
理
想
の
実
現
の
た
め
に
は
我
々
の

総
て
の
も
の
を
悦
び
の
中
に
献
げ
、
倒
る
る

ま
で
、死
に
ま
で
を
期
し
て
。 

（
註
２
）

我
々
一
同
、右
を
世
界
に
向
つ
て
宣
言
す
る
。

そ
の
２
年
後
、
内
務
省
に
就
職
し
た
森
田
は
、

「
構
造
に
就
い
て
」（
註
３
）（
１
９
２
４
）で
は
、「
構く
み

立た

て
」
と
い
う
概
念
で
、
構
造
を
超
え
て
、
を
追

求
す
る
。
そ
の
一
部
を
記
述
す
る
。

私
の
構
造
は
合
理
性
と
は
な
ん
の
関
わ
り

も
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
建
築
の
な
か

に
没
入
し
て
な
が
め
る
時
、
構
造
が
私
た
ち

の
心
に
呼
び
か
け
る
強
さ
、
深
さ
は
構
造
さ

れ
た
も
の
の
功
利
性
に
基
づ
く
の
で
な
く
、

構
造
み
ず
か
ら
の
内
に
潜
む
純
粋
な
も
の
に

属
す
る
の
で
す
。

同
１
９
２
２
年（
大
正
11
）内
務
省
を
辞
し
て
、

武
田
五
一
に
招
か
れ
設
立
ま
も
な
い
京
都
大
学
建

築
学
科
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
な
る
。

 

「
建
築
論
」・

 

「
ウ
ィ
ト
ル
ー
ウ
ィ
ウ
ス
建
築
書
」

 

と
い
う
テ
キ
ス
ト

森
田
は
、
そ
の
著
書
「
建
築
論
」（
註
４
）
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

建
築
論
の
対
象
で
あ
る
建
築
は
、
も
っ
と

も
根
元
的
な
人
間
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
も

っ
と
も
複
雑
な
完
全
な
人
間
作
品
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
建
築
の
目
指
す
も
の
は
、
人

間
の
生
存・生
活
の
す
べ
て
の
面
に
係
わ
り
、

人
間
そ
の
も
の
に
密
着
し
て
い
て
途
方
も
な

く
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、「
建
築
す
る
」
と
い
う
造
物
行

為
は
多
面
的
な
目
的
に
向
か
っ
て
な
さ
れ
、

結
局
、
建
築
と
い
う
一
つ
の
作
品
を
生
む
の

で
あ
る
。
こ
の
終
局
目
的
に
達
す
る
た
め
の

多
く
の
目
的
系
列
を
整
理
し
、
建
築
を
全
一

的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
知
的
欲
求
が
生
ず

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
建
築
論
は
こ
の
欲
求

に
応
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
築
の
本
質
に
迫
る
研
究
は
、
実
作
を
制
作
す

る
時
に
必
要
と
な
る
。
過
去
の
建
築
物
を
感
情
的

で
は
な
く
知
識
に
よ
る
創
作
を
施
す
た
め
、
現
地

で
体
得
す
る
。
計
画
や
構
造
を
決
め
る
と
き
、
素

材
の
選
択
、
人
体
の
寸
法
と
の
関
係
性
、
を
見
極

め
る
た
め
に
。

 

「
湯
川
記
念
館
」と
い
う

 

建
築
の
意
味

「
構
造
」
を
学
生
時
代
に
学
ん
だ
森
田
は
、
１

９
２
２
年
京
都
大
学
建
築
学
科
助
教
授
と
な
り
、

ウ
イ
ト
ル
ー
ウ
イ
ウ
ス
が
著
し
た
『
建
築
書
』
10

巻
の
研
究
に
着
手
す
る
。

当
時
京
都
大
学
文
学
部
に
は
、
哲
学
者
・
西
田

幾
多
郎
、
哲
学
者
・
朝
永
三
十
郎
、
美
学
者
・
深

田
康
算
ら
が
在
籍
し
て
い
た
。

森
田
は
、
特
に
深
田
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
詩

学
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
１
９
３
３
年
よ
り
36

年
に
か
け
て
、古
典
建
築
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
、

ギ
リ
シ
ャ
に
在
留
し
て
い
る
。
こ
の
滞
在
中
に
み

た
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ペ
レ
の
建
築
作
品
に
感
銘

を
う
け
て
い
る
。

「
湯
川
記
念
館
」
は
、
ペ
レ
の
「
ヌ
ー
バ
ー
ル・

ベ
イ
邸
」
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
詳
細
の

比
例
は
日
本
建
築
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
村
野
藤
吾
の
「
南
大
阪
教
会
」（
１
９
２
８
）

が
、
ペ
レ
の
「
ル
・
ラ
ン
シ
ー
の
教
会
堂
」
の
影

響
が
あ
る
よ
う
に
。

森
田
建
築
は
戦
前
の
表
現
主
義
か
ら
、
戦
中
戦

後
の
建
築
論
、
西
洋
古
典
建
築
研
究
に
起
因
す
る

モ
ダ
ン
建
築
に
変
化
を
魅
せ
る
。

こ
の
建
築
に
内
在
す
る
「
用
・
美
・
強
」
の
概

念
は
、実
作
を
眼
前
に
し
て
感
動
を
禁
じ
得
な
い
。

そ
れ
は
、
内
部
の
天
井
や
梁
型
の
古
典
的
な
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
に
も
現
れ
隅
々
ま
で
至
る
。
素
材
が

禁
欲
的
で
あ
る
の
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
多
く

の
建
築
が
、
饒
舌
で
あ
る
今
日
、
一
度
立
ち
止
ま

り
65
年
の
月
日
を
経
た
こ
の
建
築
を
、
現
在
の
眼

を
も
っ
て
再
確
認
す
る
作
業
が
、
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

●
註
１
／「
京
都
中
央
電
話
局
西
陣
分
局
」（
岩
元
禄
設
計
）

　
　
　
　

―「
京
都
だ
よ
り
」２
０
１
６
年
７
月
号

　
　
　
　
（
京
都
府
建
築
士
会
発
行
）―

●
註
２
／「
分
離
派
建
築
会
宣
言
と
作
品
」

　
　
　
　

岩
波
書
店
・
１
９
２
０

●
註
３
／「
分
離
派
建
築
会
の
作
品
、
第
三
巻
」

　
　
　
　

岩
波
書
店
・
１
９
２
２

●
註
４
／「
建
築
論
」・
森
田
慶
一
著

　
　
　
　

東
海
大
学
出
版
会
・
１
９
７
８

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究
 ─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　（2005年・日本建築学会賞、業績賞受賞）
建築作品／ギャラリー
　　　　　「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」
　　　（TOTO出版）2009（共著）
●参考文献 
・ 「京都大学基礎物理学研究所、要覧2014・2015」 
リーフレット
・ 「ウイトルーウイウス建築書」・森田慶一訳註 
東海大学出版会・1979
・「建築論」・森田慶一著・東海大学出版会・1978
・ 「もうひとつの京都 
－モダニズム建築から見えてくるもの―」展カタログ
　 京都工芸繊維大学美術工芸資料館、建築アーカイブ研究
会発行・2011
・「分離派建築会宣言と作品」・岩波書店・1920
・「分離派建築会の作品、第二巻・岩波書店・1921
・「分離派建築会の作品、第三巻」・岩波書店・1922
・ 「日本の近代建築（下）」・藤森照信著・岩波新書309・岩
波書店・1993
●写真撮影／沼田俊之

謝辞：「京都大学基礎物理学研究所」、「京都大学施設部」、
「京都工芸繊維大学美術工芸資料館」各関係者のご協力を受
けました。お礼を申しあげます。

大阪府立中之島図書館別館 1956年
（安達英俊撮影）

ウィトルーウィウス建築書／ 
森田慶一 訳註
（安達英俊撮影）

建築論／森田慶一 著
（安達英俊撮影）

（一社）京都府建築士会



安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家
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日 本 工 芸 館
1960

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）と
同
世
代
の
建
築
家
が
関
西（
京
都
）に

ど
の
よ
う
な
作
品
を
残
し
た
の
か
。
様
式
建
築
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
葛
藤
の
中
で

生
ま
れ
た
、都
市
に
刻
ま
れ
た
建
築
作
品
の
旅
に
誘
う
。

再
生
・
保
存
を
経
て
今
尚
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
を
、今
日
の
眼
で
検
証
し
て
み
よ
う
。

浦
辺 

鎮
太
郎

赫か
く

奕や
く

た
る
近
代
建
築　
６

1階　陶器の展示室
丸柱と梁の構成に注目

東側正面立面
見事なプロポーション
北側に中層集合住宅

（一社）京都府建築士会
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正面玄関のディテール
玄関庇は後の増設である

屋上から東側の塀とアプローチを見下ろす

2階　漆器の展示室
シンメトリーの構成

3階　染織の展示室

西側立面
後の増築部との接点

屋上東屋の展示スペース

1階から2階への階段
赤色のPタイルと木製手摺

3階　バルコニー部

（一社）京都府建築士会
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前
に
み
せ
る
。

正
方
形
の
平
面
に
、
１
階
・
陶
芸
、
２
階
・

漆
器
、
３
階
・
染
織
、
南
北
に
バ
ル
コ
ニ
ー
を
配

す
る
、
と
明
快
な
分
類
で
展
示
空
間
を
形
成
し
て

い
る
。
１
９
７
５
年
西
側
に
増
築
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
浦
辺
の
設
計
で
は
な
い
。

 

民
芸
運
動

三
宅
忠
一
は
１
９
３
５
年
頃
、
柳
宗
悦
「
工
芸

の
道
」
を
読
み
工
芸
運
動
に
参
加
、
１
９
５
０
年

日
本
工
芸
館
を
大
阪
北
部
で
設
立
、
１
９
６
０
年

「
日
本
工
芸
館
」
を
浪
速
区
に
建
設
し
た
の
で
あ

る
。絵

画
、
工
芸
に
造
詣
の
深
い
大
原
総
一
郎
（
倉

敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
社
長
、
１
９
０
９
〜
１
９

６
８
）
の
紹
介
で
、
三
宅
忠
一
と
出
会
い
、
本
設

計
に
至
る
と
仄
聞
す
る
。
１
９
６
０
年
の
本
建
築

は
営
繕
時
代
の
作
品
で
あ
る
。

 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様
式
と

 

ブ
ル
ー
タ
リ
ズ
ム

戦
前
１
９
３
０
年
代
の
京
都
帝
国
大
学
建
築
学

科
は
、武
田
五
一
教
授
、森
田
慶
一
助
教
授
（「
京

都
だ
よ
り
」２
０
１
７
・
０
７
参
照
）の
布
陣
で
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様
式
に
席
巻
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
建
築
界
は
１
９
１
０
年
（
明
治
43
）

以
降
「
我
国
将
来
の
建
築
様
式
は
如
何
に
す
べ
き

や
」
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
、浦
辺
は
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
家
ウ
ィ
レ
ム・

Ｍ
・
デ
ュ
ド
ッ
ク
（
１
８
８
４
〜
１
９
７
４
）
に

憧
れ
ヒ
ル
ヴ
ェ
ル
ム
ス
の
市
庁
舎
を
研
究
し
、
ま

た
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
に
傾
倒
し
、

遠
藤
新
に
師
事
す（

註
１
）る。

同
窓
に
「
食
寝
分
離
」
を
提
唱
し
た
西
山
卯
三

（
１
９
１
１
〜
１
９
９
４
）
が
い
る
。

戦
後
の
ブ
ル
ー
タ
リ
ズ
ム
は
、
１
９
５
０
年
代

 

建
築
の
諸
元

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
民
芸
運
動
の
三
宅
忠

一
（
日
本
民
芸
協
団
理
事
長
、
１
９
０
０
〜
１
９

８
０
）
の
依
頼
で
大
阪
市
浪
速
区
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
て
の
建
築
を
、
浦
辺
鎮
太
郎
（
１

９
０
９
〜
１
９
９
１
）
が
設
計
す
る
。
難
波
よ
り

少
し
南
側
の
国
道
26
号
線
を
一
本
入
っ
た
、
集
合

住
宅
や
事
務
所
ビ
ル
の
集
積
す
る
土
地
の
一
画
で

あ
る
。

浦
辺
は
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
倉
敷
市
に
生

ま
れ
、
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
京
都
帝
国
大
学

建
築
学
科
卒
業
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
に
入

社
、
営
繕
部
長
と
な
る
。
１
９
６
４
年
（
昭
和

39
）
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
を
退
社
「
倉
敷
建

築
事
務
所
」
を
設
立
、
そ
の
後
１
９
６
６
年
「
浦

辺
建
築
事
務
所
」
と
す
る
。
倉
敷
に
根
ざ
し
た
建

築
家
で
あ
る
。

１
９
６
０
年
、
浦
辺
は
Ｋ
Ｍ
（K

urashiki 
M
odule

）
を
提
案
し
、
１
９
２
０
㎜
（
六
尺
三

寸
三
分
）
を
基
に
和
風
の
尺
貫
法
を
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
の
「
モ
デ
ュ
ー
ル
」
に
応
用
し
た
寸
法
で

本
建
築
を
構
成
す
る
。

 

建
築
の
プ
ロ
セ
ス

本
建
築
を
構
成
す
る
素
材
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

漆
喰
及
び
日
本
瓦
で
あ
り
、
土
か
ら
生
ま
れ
た
素

材
で
あ
る
。
工
芸
運
動
は
柳
宗
悦
を
祖
に
し
て
素

材
そ
の
も
の
を
見
せ
る
民
芸
運
動
で
あ
り
、
そ
れ

と
同
じ
く
建
築
を
素
材
そ
の
も
の
で
表
現
す
る
。

わ
ず
か
に
角
度
を
持
っ
た
外
壁
は
庇
、
屋
根
、
壁

の
要
素
を
矛
盾
な
く
内
在
化
し
て
い
る
。
わ
ず
か

に
開
け
ら
れ
た
外
構
部
は
城
壁
を
彷
彿
さ
せ
る
。

そ
の
後
浦
辺
は
こ
の
意
匠
を
基
に
、
１
９
６
３
年

倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
を
竣
工
さ
せ
て
い
る
。
素
材
そ

の
も
の
と
明
確
な
平
面
計
画
は
半
世
紀
以
上
経
っ

た
現
在
も
、
そ
の
建
築
の
存
在
感
を
鑑
賞
者
の
眼

断面図〈個人蔵〉

（一社）京都府建築士会
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よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
起
こ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
荒
々
し
さ
や
、
可
塑
性
を
表
現
し
て
自
然
界

の
荒
々
し
さ
を
人
工
的
に
表
象
す
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ッ
ソ
ン
夫
妻
が
提
唱
し
た
呼
称
で
、
代
表
作

家
と
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ヒ
ュ
ー
・
マ
ア
ス
カ

ン
ト
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
ル
ギ
ニ
等

が
い
る
。

本
建
築
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
荒
々

し
さ
や
、
大
き
な
壁
面
に
よ
る
構
成
を
も
ち
、
ブ

ル
ー
タ
リ
ズ
ム
と
考
え
る
。
民
芸
的
な
図
柄
や
デ

ィ
テ
ー
ル
は
内
部
に
発
見
さ
れ
る
が
、
尚
且
つ
異

彩
を
放
つ
フ
ァ
サ
ー
ド
で
あ
る
。

日
本
で
は
同
じ
く
難
波
に
坂
倉
準
三
（
１
９
０

１
〜
１
９
６
９
）
の
「
高
島
屋
配
送
セ
ン
タ
ー
」

が
ブ
ル
ー
タ
リ
ズ
ム
で
で
き
て
い
た
が
、
現
在
は

解
体
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、絵
画
に
お
い
て
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ・

ブ
ラ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
野
獣
派
（
フ
ォ
ー
ビ
ズ

ム
）
に
匹
敵
す
る
。

 

現
代
の
意
味

浦
辺
は
村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）

を
尊
敬
し
、
自
ら
の
作
品
評
価
を
彼
に
求
め
て
い

た
。
村
野
と
共
有
す
る
建
築
へ
の
姿
勢
を
窺
わ
せ

る
。
浦
辺
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

老
子
の
言
葉
に
「
天
地
不
仁
」
っ
て
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
言
葉
は
、
自
然

は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
な
い
、
人
間
中
心
主

義
の
よ
う
な
甘
え
た
考
え
方
で
自
然
に
対
し

て
は
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
も
う
ひ

と
つ
私
の
好
き
な
歌
「
引
き
寄
せ
て
結
べ
ば

草
の
庵
に
て
解
く
れ
ば
も
と
の
野
原
な
り
け

り
」
っ
て
い
う
の
が
あ
る
。
ど
っ
ち
も
自
然

と
人
間
、
自
然
と
建
築
の
本
質
を
い
っ
て
い

る
。
こ
れ
な
ん
だ
、
私
の
考
え
の
ベ
ー
ス（

註
２
）は。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

建
築
が
シ
ス
テ
ム
化
し
た
現
代
社
会
で
、
今
一

度
立
ち
止
ま
り
、
上
記
の
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

明
快
な
区
分

建
築
平
面
計
画
は
、
実
に
明
瞭
で
各
階
に
分
類

が
施
さ
れ
、外
部
に
置
か
れ
た
甕
や
動
物
の
置
物
、

屋
上
に
仕
掛
け
ら
れ
た
東
屋
に
屋
外
オ
ブ
ジ
ェ
の

作
品
群
が
並
ぶ
。

東
側
に
は
、
漆
喰
壁
と
瓦
に
よ
る
塀
が
施
さ
れ

て
玄
関
に
導
か
れ
る
。
そ
の
庇
は
正
面
フ
ァ
サ
ー

ド
に
対
し
て
違
和
感
が
否
め
な
い
。
竣
工
時
は
な

く
、
そ
の
後
増
築
時
に
追
加
さ
れ
た
と
聞
く
。

１
階
は
陶
器
の
展
示
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
の
４
本
の
円
柱
と
梁
に
空
間
が
支
配
さ
れ
、

１
ｍ
程
距
離
を
お
き
外
壁
の
展
示
ケ
ー
ス
が
配
さ

れ
て
い
る
。

２
階
へ
と
あ
が
る
階
段
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
面

に
骨
太
の
木
製
手
摺
が
特
徴
づ
け
る
。

２
階
は
角
柱
が
4
隅
に
配
さ
れ
、
低
い
展
示
ケ

ー
ス
が
漆
器
に
生
命
を
吹
き
込
む
。

３
階
は
南
北
に
バ
ル
コ
ニ
ー
を
配
し
、
深
い
庇

と
手
摺
の
僅
か
な
る
ス
リ
ッ
ト
か
ら
光
が
差
し
込

み
、
甕
が
整
然
と
並
ぶ
。
展
示
室
内
部
は
染
織
を

中
心
と
し
た
作
品
群
が
あ
る
。

建
築
素
材
の
扱
い
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
が
漆
喰
壁
と
心
地
よ
い
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

内
部
の
架
構
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
呼
応
し
て

い
る
。

現
地
に
身
を
置
い
て
、
57
年
の
時
を
体
感
し
て

み
て
は
如
何
だ
ろ
う
か
。

●
註
１
／「
浦
辺
鎮
太
郎
作
品
集
」

　
　
　
　

│
浦
辺
建
築
と
倉
敷
│ 

辻
野
純
徳
よ
り

●
註
２
／「
新
建
築
」１
９
８
０
年
４
月
号

　
　
　
　
「
状
況
へ
の
直
言
」よ
り「
自
然
と
人
間
、

　
　
　
　

自
然
と
建
築
の
本
質
を
見
つ
め
て
」

　
　
　
　

聞
き
手 

山
崎
泰
孝

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究
 ─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　（2005年・日本建築学会賞、業績賞受賞）
建築作品／ギャラリー
　　　　　「アーティスロング」（1999）
著書／「村野藤吾建築案内」
　　　（TOTO出版）2009（共著）
●参考文献
「新建築」1960年12月号・新建築社
「日本建築家全集・12・浦辺鎮太郎、大江宏」・
  三一書房発行・1973
「新建築」1980年4月号・新建築社
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